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 病児保育室 

サンクリキッズ より 

秋は行事が盛りだくさんで 

親も子も忙しい季節ですね。 

行事のその日までは何とか頑張ってい

た身体も、終わった途端に安心して（⁈）

不調を訴えるようです。 

 インフルエンザの流行前に 

  一度ゆっくり身体を整えて 

   おけるといいですね。 

 
 

予約確定率がアップしました！！ 

  南万騎が原駅前に移転して１年半、定員枠も４名から

８名に拡げ、予約受付数も1.8倍になりました。 

  そして、以前まではキャンセル待ちになってしまった 

 場合、繰り上がる確率が低く、ご不便をおかけすること

が多かったのですが、現在は９０％以上の方へ、繰り上

がり候補のご連絡が出来るようになりました。 

  

   これから冬本番を迎えると更に多くのご予約を頂

くことが予想され、一旦はキャンセル待ちのご不便を

おかけしてしまうかもしれませんが、お時間の許す限

りあきらめずに待ってみてください。 
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実は病児保育室 密集地域です！ 

横浜市の病児保育室は現在 19 か所あり

ます。そのすべてが医療施設併設型です。 

定員が平均4～6名規模の

為、需要に対して圧倒的に 

供給が不足しているのが

現状です。 

その中でも私たちの周辺では、病児保育室同士が割と近い距離で位置しています。 

それは、保護者の皆様にと

って選択の余地がある、 

第2希望・第3希望まで 

おさえることも可能であ

るということになります。 

 
＊ひとつの区に 2 か所設置

されているのは恵まれてい

ます。たとえば西区・中区に

は１か所もありません。 

＊泉区は平成30年度春に 

 開設予定です。 

恵まれている地域といえども、 

流行時期は定員の倍以上キャン

セル待ちが発生しますので、ど

こにも入れなかったというご経

験もあるのではないでしょう

か。 

各施設とも少ない定員枠内で、何とか必要

な方にご利用いただけるよう運営しておりま

す。気軽に「ネット予約→キャンセル」が出

来ることはメリットでもありますし、予約を

おさえられれば安心だから…という、「念の

為」予約も理解できます。 

でももし第1希望の保育室が決まったら！ 

悪化せず登園させられると判断したら！ 

必ず７：３０までにキャンセルをしてくだ

さい。 

 

●南万騎が原駅下車 

 サンクリキッズ 

●二俣川駅からバス 

●西谷駅下車 

●星川駅下車 

●三ツ境駅下車 

●弥生台駅下車 

●踊場駅下車 

●戸塚駅下車 

サンクリキッズご利用者の

半数以上は旭区在住です。 

次いで泉区・瀬谷区となりま

す。また車移動の方の場合は

戸塚区からも便利にお越し

いただけるようです。 
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病児保育室をうまく使ってください 

 お父さん・お母さんの多くは、病気の子どもを人に預けることに抵抗をもちながら

も「そうするしかない」という葛藤を抱えていらっしゃるのではないでしょうか。 

そんな想いでサンクリキッズをご利用くださるのなら、利用したメリットを少し 

でも実感していただきたいと思っています。 

 

病気中でも子どもは遊びたい！ 

子どもひとりひとりの健全な発育・充分な

自己活動を保障します。病児保育は親の就労

支援という位置づけではなく、子どもの発達

保障の場なのです。病状によって安静度を見

極めて、様々な遊びを提供していきます。 

 病気は辛いし気分は悪かったけど、遊ぶの

は楽しかった！ あっという間に夕方になっ

ちゃった！ そんな風に感じてもらえるよう

心掛けています。 

 

適切な看護を提供します！ 

  子どもにとっては、お父さんお母さんの

そばで甘えていることが一番の薬かもしれ

ません。どんなに頑張ってもその代わりは

出来ませんが、お家ではないからこそのケ

アをしていきます。 

 例えば感染性の胃腸炎の場合、ひどい嘔

吐や下痢があるときには、一時的に飲食の

制限が必要です。でも、お家では美味しそ

うな食事やお菓子の誘惑がたくさん、今は

食べさせない方がいいと分かってはいて

も、我慢させることができず、ぐずる子ど

もに根負けしてしまうこともあると思いま

す。 

  そんなご家庭での「困った」を、保育室

での 9 時間前後、しっかりとケアいたしま

す。お子さまも保育室でなら頑張って（ジ

ュースではない）水分を飲み、苦手なおか

ゆを口にし、飲めない薬も思わず乗せられ

て（笑）飲んでくれるものです。 

メリットその１ 
メリットその２ 

病気の経過を一緒に見守ります。 

 最初は軽い咳と鼻水、そのうち発熱、病院

でも「風邪でしょう」と言われただけ。なの

に高熱が何日も続いたり、咳がどんどんひど

くなったり。そんな心配なお子様の経過をし

っかり見守り、責任をもって対応させていた

だきます。 

 病院の短い診察時間の中では話せなかった

ことも充分お聞かせいただきながら、時には

心配事の相談に乗ったり、再診のタイミング

をお勧めしたりできることもあります。 

 発症から数日たたないと本当の原因（病名）

がわからないこともよくあります。その間、

お子様と保護者様にしっかりと寄り添い、お

手伝いしてゆくことが私たちの最大の使命だ

と考えています。 

メリットその３ 
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病児保育室 サンクリキッズ 

                          

（
保
育
士
・
松
崎 

実
和
） 

 
 

 

   

      

                   

 

 

 

 

サンクリキッズのご利用をお考えのみなさまへ 

＊ご利用には事前登録が必要です。（無料） 

 普通の保育園等とは違って、病気になって初めて、当日お会

いしたばかりのお子様を長時間お預かりさせていただく施設

です。安全のためにも病歴や身体状況をあらかじめ把握させて

いただく必要があります。余裕をもって手続きされることをお

すすめします。 

＊かかりつけ医等の診察が必要です。 

 朝起こしたら熱があったから…といって予約だけ取っても、

そのままご利用することは出来ません。必ずかかりつけ医等の

診察を受けて、書類（第４号様式）に記入してもらい、持参し

ていただく必要があります。詳しくは横浜市・サンクリニック

HP等をご確認ください。 

既にご登録いただいているみなさまへ 

●入室前のインフルエンザ検査ご協力のお願い 
   

これからの季節は、風邪症状から始まってインフルエンザにかかるケー

スが増えてきます。未検査で風邪として入室され、後からインフルエンザ

と判明した場合、同室だった他のお友達が既に感染している可能性が高ま

ります。 

病児保育室内での二次感染を防ぐための、大切なお願いです。 

入室前には、インフルエンザの検査にどうぞご協力ください。 

ただし発熱後12時間未満の場合は、検査をしても正確な結果が出ませ

んので、受診の際、かかりつけ医とご相談ください。  
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〈
お
か
あ
さ
ん
の
輪
〉
と
『
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
い
す
こ
や
か
ご
は
ん
』 

  
十
数
年
前
で
し
ょ
う
か
、
私
の
と
こ
ろ
へ
、
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も

を
持
つ
お
母
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
や
つ
の
本
を
出
し
た
い
と
の
こ

と
、「
本
当
は
先
生
が
言
う
よ
う
に
、
子
ど
も
の
お
や
つ
は
お
に
ぎ
り
と
水
で

良
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
現
代
っ
子
は
そ
れ
だ
け
で
は
無
理
で
す
。

楽
し
み
の
部
分
を
入
れ
て
、
子
ど
も
の
か
ら
だ
に
良
い
も
の
を
自
分
た
ち
で

考
え
ま
し
た
」
―
―
そ
ん
な
彼
女
た
ち
の
仲
間
、〈
お
か
あ
さ
ん
の
輪
〉
が
集

ま
り
、
情
熱
を
込
め
て
出
来
上
が
っ
た
本
が
『
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
い
お

や
つ
』
で
す
（
二
〇
〇
七
年
発
刊
）。
と
っ
て
も
良
い
仕
上
が
り
で
、
今
で
も

大
人
気
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、〈
お
か
あ
さ
ん

の
輪
〉
か
ら
そ
の
第
二
弾
が
出
ま
し
た
。
数
年
前
か
ら
、
準
備
、
企
画
し
て

い
た
よ
う
で
す
。 

 

〈
お
か
あ
さ
ん
の
輪
〉
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
喘
息
、
花
粉
症
な
ど

の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

な
る
べ
く
薬
に
頼
ら
ず
、
自
ら
の
持
つ
免
疫
力
で
症
状
を
よ
く
し
た
い
、
そ

の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？ 

普
段

の
生
活
や
食
べ
物
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？ 

食
べ
物
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
…
…
。
そ
の
答
え
は
、
今
み
た
い
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
多
く
な
か
っ
た
時
代

の
食
べ
物
、少
し
前
の
時
代
の
食
べ
方
に
戻
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
食
生
活
を
実
践
し
て
い
く
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
も
徐
々
に
良
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
た

ち
の
実
践
し
た
方
法
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
！ 

こ
う
し
て
ま
と

め
上
げ
ら
れ
た
の
が
、『
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
た
い
す
こ
や
か
ご
は
ん
』で
す
。 

 

ま
ず
、
基
本
は
「
ご
は
ん
、
み
そ
汁
、
漬
け
物
」
を
中
心
と
し
た
食
事
で

す
。
ご
は
ん
は
、
白
米
よ
り
は
玄
米
が
良
い
で
す
。
玄
米
で
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
い
う
方
は
、
胚
芽
米
や
分
づ
き
米
に
。
普
段
使
う
お
味
噌
や
醤
油
な
ど

の
調
味
料
は
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
発
酵
さ
せ
た
も
の
に
。
昔
な
が

ら
の
ぬ
か
漬
け
の
作
り
方
や
、
だ
し
の
と
り
方
も
載
っ
て
い
ま
す
。
ぬ
か
漬

け
は
乳
酸
菌
た
っ
ぷ
り
。
人
間
の
か
ら
だ
に
合
う
植
物
性
乳
酸
菌
が
豊
富
な

の
で
体
に
と
て
も
良
い
ん
で
す
。 

 

こ
の
本
に
は
、
ご
は
ん
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
レ
シ
ピ
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
実
践
し
て
良
か
っ
た
も
の
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
子
ど
も
た
ち
に
人
気
だ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
満
載
で
す
。
評

判
の
良
か
っ
た
お
弁
当
レ
シ
ピ
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
に
書
か
れ
て
い

る
レ
シ
ピ
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
と

っ
て
も
簡
単
、
す
ぐ
で
き
る
レ
シ
ピ
ば
か
り
で
す
。 

      
 

 

 

 
 

 

 

〈キャベツ納豆〉 
材料（すべて適量） 

キャベツ 

ひきわり納豆 

白ごま 

青のり 

かつお節 

醤油 

 

②ほかの材料を好みで適量ずつ

混ぜ合わせ、醤油をかけていた

だく。 

※かつお節は手の中でもみほぐ

して、細かくして入れると口当

たりがいい。 

 

※混ぜ合わせるだけで、バランスのとれた一品に 

①キャベツは

食べる分だけ 

千切りにする。 
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材料(4人分) 

木綿豆腐…１丁 

しらす…１/２カップ(約60g) 

長ねぎ…１本 

片栗粉…大さじ3 

菜種油…適量 

大葉(または大根おろし) 

 

②ボウルに豆腐、しらす、ねぎ、

片栗粉を入れて混ぜ合わせ、4等

分にする。小判形に成形する。 

③フライパンに油を中火で熱し、 

②のタネを入れて、美味しそうな焼 

き色がついたら返す。ふたをして２～３分

弱めの中火で蒸し焼きにして火を止める。

あれば大葉を添える。 

 

〈さつまいもごはん〉 

材料(作りやすい分量） 

さつまいも…大1／2本 

米…３合 

塩…適量 

 

①米を研いで３０分水に浸してから 

水気をきる。さつまいもは１ｃｍ大くら

いの角切りにする。 

 

②土鍋に米と同量の水を入れ、さつまいも

と、塩は少し塩気を感じるほどに入れ、醤油

を加える。くるりとかき混ぜてから、炊き上

げる。 

 

※炊飯器でも美味しくできます。 

①豆腐は水切りする。 

ねぎは、すべて小口切りにする。 

〈お豆腐バーグ〉 
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『子どもに食べさせたいすこやかごはん』は暮らしの手帖社より11月26日発刊されました。 

サンクリニックでも販売しています。是非お読みいただければと思います。 

                           （小児科医・相澤扶美子） 
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オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（A

u
th

o
riz

e
d
 

G
e
n
e
ric

）

 

以
前
、『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）』
に
つ
い
て
書
い
た
と

き
に
、「
先
発
医
薬
品
と
同
じ
成
分
の
薬
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
て
が
同
じ
作

用
と
は
限
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
し
た
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
中
に
は
例
外
も
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
先
発
医
薬
品
と
同
一
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
医
薬
品
の
こ
と
を
『
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
Ａ

Ｇ
）』
と
呼
び
ま
す
。 

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
場
合
、
先
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
と
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
契
約
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ

ー
に
対
し
て
特
許
の
使
用
権
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
Ａ
Ｇ
）
と
は
何
か 

 

一
言
で
言
う
と
、「
先
発
医
薬
品
と
全
く
同
じ
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
と
し
て
発
売
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

新
薬
は
特
許
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
許
が
切
れ
た
と
言
っ

て
も
、
そ
れ
は
物
質
特
許
が
切
れ
た
た
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
製
剤
特
許

や
用
法
特
許
が
残
っ
て
い
て
も
、
同
じ
医
薬
品
と
し
て
発
売
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。 

 

一
般
的
に
、
薬
に
含
ま
れ
て
い
る
成
分
は
、
有
効
成
分
だ
け
で
は
な
く
、

添
加
物
や
薬
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ま
で
全
て
含
め
て
医
薬
品
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
薬
の
効
き
目
や
副
作
用
に
違
い
が
出
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
現
実
に
は
あ
る
わ
け
で
す
。 

 

し
か
し
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
場
合
は
、
新
薬
メ
ー
カ

ー
が
特
許
の
使
用
権
を
与
え
て
い
る
の
で
事
情
が
異
な
り
ま
す
。
薬
の
使

い
方
と
し
て
用
法
用
量
が
同
じ
だ
け
で
な
く
、
原
薬
（
薬
の
有
効
成
分
）

や
添
加
物
、
製
造
方
法
ま
で
完
全
に
同
一
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
、『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
』
と
し
て
発
売
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
先
発
医
薬
品
と

全
く
同
じ
で
す
。
違
い
と
言
え
ば
、新
薬
メ
ー
カ
ー
が
販
売
し
て
い
る
か
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
販
売
し
て
い
る
か
の
違
い
く
ら
い

で
す
。 

  

オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
実
施
す
る
「
血
液
中
の
薬
物
濃
度
推
移
が
同
じ
か
ど
う
か
（
生
物
学

的
同
等
性
）」
な
ど
の
試
験
を
、
先
発
医
薬
品
の
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

前
述
の
通
り
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
限
っ
て
は
、
先
発

医
薬
品
の
特
許
の
使
用
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
有
効
成
分
の
物
質

特
許
が
切
れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
し
て
発
売
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

契
約
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
特
許
が
切
れ
る
半
年
前

か
ら
の
先
行
発
売
が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

し
か
し
現
在
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
、
全
て
の
医
薬
品

で
存
在
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
販
売
さ
れ
て
い
る
品
目
数
も

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
事
務
・
浦
部
幸
裕
） 
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オーソライズドジェネリック  

 

 

一般的なジェネリック 

 

有効成分 

 

同一 

 

同一 

 

原薬 

 

同一 

 

異なる場合がある 

 

添加物 

 

同一 

 

異なる場合がある 

 

製法 

 

同一 

 

異なる場合がある 

 

製造工場 

 

同一※ 

 

異なる場合がある 

 

形状・色・味 

 

同一 

 

異なる場合がある 

 

 

 

効能・効果 

 

 

 

同一 

（再審査対象の適応症除く） 

 

 

 

同一 

（再審査・用途特許対象の適応症除く） 

 

 

薬価(新発売時) 

 

 

４～５割 

 

 

４～５割 

先発医薬品との比較 

※同一でないときもあります。 
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お
母
さ
ん
の
た
め
の
小
児
外
科 

シ
ー
ズ
ン
２
：
第
１
回 

 
こ
ん
に
ち
は
。
毎
月
隔
週
土
曜
日
（
第
二
、
第
四
土
曜
日
）
の
午
前
を
担

当
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
「
や
つ
づ
か
」
で
す
。 

「
サ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
通
信 

第
１
号
」
は
、
平
成
十
二
年
十
月
一
日
に
発

行
さ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
や
お
子
さ
ん
た
ち
の
病
気
や
家
庭
の
医
学
に
役
立
つ
よ

う
に
と
、
年
三
〜
四
回
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
小
児
外
科
の
関
連
記
事
は

平
成
十
四
年
七
月
二
十
九
日
発
行
の
第
六
号
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二

十
八
日
発
行
の
第
２
５
号
ま
で
に
十
一
回
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
年

月
は
経
ち
ま
し
た
が
、
お
子
さ
ん
の
病
気
自
体
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
診
断
法
や
治
療
法
に
は
変
化
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
読
者
の
お
母
さ
ん
達
も
若
い
世
代
の
方
々
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
今

回
シ
ー
ズ
ン
２
と
し
て
再
登
場
に
至
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
第
一
回
目
で
す
の

で
、
ご
挨
拶
が
わ
り
に
。 

 

お
子
さ
ん
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
表
１
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
時
期
に

応
じ
て
特
徴
あ
る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
小
児
外
科
の
お
子
さ
ん
は
小
児
科
と

同
様
、
原
則
十
六
歳
未
満
が
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
一

般
内
科
で
も
受
診
可
能
で
す
。
小
児
外
科
の
守
備
範
囲
は
表
２
の
よ
う
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、（
１
）
新
生
児
の
外
科
、
か
つ
て
は
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
の
手
術
が
行
え
る
外
科
医
を
小
児
外
科
医
と
し
、
そ
の
点
が
成
人
外

科
医
と
の
大
き
な
違
い
で
し
た
。
多
く
は
先
天
的
な
内
臓
器
の
異
常
の
治
療

が
主
体
で
、
先
天
性
食
道
閉
鎖
症
・
先
天
性
腸
閉
鎖
症
・
ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル

ン
グ
病
・
鎖
肛
（
直
腸
肛
門
奇
形
）・
消
化
管
穿
孔
・
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
・
臍

帯
ヘ
ル
ニ
ア
や
腹
壁
破
裂
が
新
生
児
七
大
外
科
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。（
２
）
乳
幼
児
の
外
科
、
こ
の
時
期
に
は
見
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
お
な

か
が
痛
む
病
気
が
あ
り
ま
す
。
腸
重
積
症
や
虫
垂
炎
な
ど
が
そ
う
で
す
。
こ

れ
ら
は
「
急
性
腹
症
」
と
言
っ
て
、
放
置
す
れ
ば
命
に
関
わ
る
の
で
つ
い
た

呼
び
名
で
す
。
そ
し
て
、（
３
）
日
常
的
な
疾
患
、
例
え
ば
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
だ

っ
ち
ょ
う
）
や
臍
ヘ
ル
ニ
ア
（
で
べ
そ
）
な
ど
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
気
も
こ

の
時
期
に
多
い
の
で
す
。（
４
）
子
ど
も
た
ち
の
肝
胆
膵
の
病
気
、
そ
れ
に
は

胆
道
閉
鎖
症
や
胆
道
拡
張
症
が
知
ら
れ
て
い
て
、
前
者
は
小
児
の
指
定
難
病

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
５
）
子
ど
も
た
ち
の
固
形
腫
瘍
、
良
性
の
リ

ン
パ
管
腫
や
血
管
腫
、
悪
性
に
は
副
腎
髄
質
や
交
感
神
経
幹
を
原
発
と
す
る

神
経
芽
細
胞
腫
、
腎
臓
に
み
ら
れ
る
ウ
イ
ル
ム
ス
腫
瘍
、
肝
臓
に
生
ず
る
肝

芽
腫
、
良
性
も
悪
性
も
あ
る
奇
形
腫
（
胚
細
胞
性
腫
瘍
）
な
ど
が
有
名
で
す
。 

 

ざ
っ
と
大
ま
か
に
小
児
外
科
を
見
渡
す
と
以
上
の
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

お
母
さ
ん
方
の
な
か
で
、
こ
れ
は
外
科
の
病
気
、
あ
れ
は
小
児
科
の
病
気
で

…
…
な
ん
て
細
か
く
理
解
し
て
お
ら
れ
る
方
は
滅
多
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、「
普
段
、
こ
ん
な
異
常
や
病
気
は
小
児
外
科
医
に
相
談
し
た
ら
よ
い
」

と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
特
に
（
２
）
乳
幼
児
の
外
科
と
（
３
）
日
常
的
な

小
児
外
科
疾
患
を
中
心
に
解
説
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
に
多
い
外
科
の
病
気
に
は
、
鼡
径
ヘ
ル
ニ
ア
（
だ
っ
ち
ょ

う
）・
臍
ヘ
ル
ニ
ア
（
で
べ
そ
）・
陰
嚢
水
腫
・
停
留
精
巣
・
包
茎
・
肛
門
周

囲
膿
瘍
・
裂
肛
・
見
張
り
イ
ボ
・
便
秘
・
異
物
誤
飲
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

な
か
に
は
一
〜
二
歳
頃
ま
で
に
自
然
に
治
っ
て
し
ま
う
の
も
あ
っ
て
、
発

見
・
診
断
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
が
手
術
の
対
象
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
診
断
即
手
術
と
い
う
疾
患
も
潜
ん
で
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。 

詳
し
く
は
、「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
小
児
外
科
：
第
二
回
」
か
ら
、
順
次
お

話
し
し
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
   

（
小
児
外
科
医
・
八
塚 

正
四
） 
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新生児：４週未満 

乳児：１か月～１歳未満 

幼児：１～３歳未満 

就学前児童：３歳～６歳未満 

学童：６歳～１２歳 

思春期：１３歳以上 
 

  

１． 新生児の外科 

２． 乳幼児の外科 

３． 日常的な外科疾患 

４． 小児の胆道系疾患 

５． 小児の固形腫瘍 

本
年
十
月
よ
り
毎
週
木
曜
日
の
外
来
診
療
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
村
瀬
正
彦
と
申
し
ま
す
。
小
児

科
分
野
の
中
で
新
生
児
を
専
門
に
し
て
お
り
ま
す
。
普
段
は
昭

和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院
で
入
院
診
療
と
外
来
診
療
に
従
事

し
て
い
ま
す
。 

入
院
診
療
で
は
、
新
生
児
集
中
治
療
室(N

IC
U

)

に
従
事
を

し
て
お
り
ま
す
。N

IC
U

は
、
早
く
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
赤
ち

ゃ
ん
や
、
生
ま
れ
た
と
き
に
ご
病
気
が
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
な
が
ら
日
々

の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

外
来
診
療
は
、
一
般
外
来
と
併
せ
て
専
門
外
来
と
し
て
小
児

の
発
育
発
達
を
見
て
い
く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

In
te

rn
a
tio

n
a
l 

B
o
a
rd

 
C

e
rtifie

d
 

L
a
c
ta

tio
n
 

C
o
n
su

lta
n
t 

（
国
際
母
乳
育
児
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

の
資
格
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
育
発
達
に
合
わ
せ
て
母

乳
育
児
の
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
小
児
科
医
・
村
瀬
正
彦
） 

表１ 小児の年齢区分 表２ 小児外科の守備範囲 

～新しい先生の紹介～ 



サンクリニック通信第 38 号                        www.suncli.com      

 

 

 

 

 

12 

           

 

 
  お 知 ら せ 

年末年始のお休みは下記のとおりとさせていただきます。 

お薬等の確認をお願いします。 

12月30日(土)～1月5日（金） 

小児科・内科とも １月６日（土）より 

通常通り診療を開始致します。 

☆病児保育室サンクリキッズは 

12月29日（金）～1月８日（月） 

をお休みさせていただきます。 

離乳食教室のご案内 

 

11月から離乳食教室が始まりました。サンクリニック内科隣の、元病児保

育室で毎月第3水曜日午後1時から行っています。ここちえのき主宰、衣食

住の講座講師・秦智美先生がご指導くださいます。費用は試食付きで 2000

円です。 

これから離乳食を始めようと思っている方、始めたけれどどう進めたらよい

かわからなくて困っている方、ぜひご相談ください。申し込みは秦先生に直接

お電話ですることになっています。ご希望の方は、小児科受付にお問い合わせ

ください。ご案内を差し上げます。 

 


